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� はじめに

現在，����������システムにおいて，コンテンツの

分散管理，シミュレータ等の外部アプリケーションと

の連携が必要とされてきている．そこで本研究では，

コンテンツを分散管理する分散共有リポジトリシステ

ムを提案してきた 	
�．しかしながら，外部アプリケー

ション等を用いた ���������学習では，�����������

���������� �������と外部アプリケーションの間で

の学習の進捗や履歴等の管理をするための相互コミュ

ニケーションが行えないといった問題が存在する．そ

こで，本報では，��と外部アプリケーション間の連

携による学習管理を可能とする方法について報告する．

� �������	�
システムにおけるコンテンツの分散共

有と外部アプリケーション連携の問題点

図１にコンテンツの分散共有と外部アプリ

ケーション連携における問題点を示す．現在，

������������� ������� ������ ��������� �����

規格 	�� によって，����������システムにおけるコン

テンツの �� 間での相互交換は可能となっている．

しかし，��のシステムの外部でコンテンツを管理

する場合は，学習履歴保存や学習者との対話処理が

できなくなってしまうため分散共有は行われてはい

ない．結果として，��の内部にコンテンツを複製

して保存しなければならず，システム全体として複数

のコンテンツを同時に保有する必要があり，コンテン

ツの更新管理に問題が生じている．

　さらに，��と外部アプリケーションにおいても

リアルタイム相互コミュニケーションは実現されて

いない．たとえばシミュレーションを用いた学習を

����������で行わせたいとしても，��と外部シミュ

レータとの間での相互コミュニケーションが行えな

いため，学習の進捗状況などを含めた学習管理が困

難である．別の例として，マルチメディアを利用し
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た学習においても，マルチメディアの配信が ��と

別のシステムで実現された場合，ビデオストリーム

をどこまで進めたかという学習管理を ��に行えな

いという問題が生じる．
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図 
 コンテンツの分散共有と外部アプリケーション

連帯における問題点

図 � 提案する分散共有リポジトリシステム

� 分散共有リポジトリシステム

本研究では，前述した問題点を解決するため，図 �

に示す ����規格によるコンテンツ分散共有のた

めのリポジトリシステムを提案する．このシステムに

よりコンテンツ，そしてその構成要素である学習オブ

ジェクトの分散共有が可能となり，教材作成者は分散

環境下に置かれた学習オブジェクトをメタデータを用

いて検索し，それを利用し分散共有されたコンテンツ
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を作成することができる．本報では，このシステムを

利用し，外部アプリケーションを外部学習オブジェク

トとして扱うことにより ��と外部アプリケーショ

ン間の連携による学習管理を行う方法を提案する．

� ��と外部アプリケーションのためのランタイ

ム環境

図!に提案するランタイム環境を示す．基本的なラン

タイム環境は����規格に準拠し，��から配信さ

れた学習オブジェクトである ������������ �������

�������と"#$間では通信が行われ，"#$と ��間

では ����データモデルが渡される．

　本研究では，この ����ランタイム環境を拡張

し，��と外部アプリケーションとの連携による学習

管理を行う．����ランタイム環境は，��の外部

の学習オブジェクトリポジトリに ���が存在する場

合は，%�&�����'�におけるセキュリティの制限のため，

��と通信ができないという問題が存在する．そこ

で，外部学習オブジェクトリポジトリから"#$を提供

し ���と通信を行い，さらに，外部学習オブジェクト

リポジトリと ��が通信を行う分散共有ランタイム

環境を構築することにより，この問題を解決する．こ

れを外部アプケリーションに適用し，外部アプリケー

ションリポジトリを構築する．外部アプリケーション

が ���として実装可能なものであれば，��と通信

が可能となり，外部アプリケーションと ��の連携

を用いた学習管理が可能となる．結果として，分散共

有ランタイム環境は，��から内部学習コンテンツ

を見たランタイム環境の振る舞いと同一になる．

� ��と外部アプリケーションとの連携による学

習管理の実装

本研究では，対象とする外部アプリケーションの一

例として"(�") *�� ���&��を用いる．"(�")

*�� ���&��は，シミュレーションアプリケーション

として広く使われる "(�")を使用し，*��アプ

リケーション �+(�,�-$�によるシミュレーション

を可能としたものである．さらに，��は，#+#言

語で実装されたオープンソースである�����	!�を用

いて実装を行う．

　実装では，外部アプリケーションである"(�")

*�� ���&��コンテンツを外部学習オブジェクトとして

利用し，���として扱うことにより，��と"(�

�") *�� ���&�� との連携による学習管理を可能と

した．図４に実装例を示す．この例は，画像処理にお

ける二値化処理を学習するコンテンツである．図５に

"(�") *�� ���&��によるコンテンツにおける学

習履歴情報を表示した例を示す.

� おわりに

本研究では，コンテンツの分散管理，外部アプリ

ケーション連携を可能とする ����規格によるコ

ンテンツ分散共有のためのリポジトリシステムについ

て提案した．さらに，��と外部アプリケーション

との連帯による学習管理の提案と，��と"(�")

*�� ���&��との連携による学習管理方法の実装例を

示した．
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図 ! 提案するランタイム環境

図 / "(�") *�� ���&��による連携の実装例

図 0 学習履歴情報の表示参考文献
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